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武人埴輪

大阪市平野区の長原古墳群第45号墳から見つかった
武人の埴輪です。顔には入れ墨ないし彩色の表現が
あるほか、頭をおおう野球帽のような「眉庇付冑(まび
さしつきかぶと)」、胴を守る三角形の鉄板をつないだ
「短甲(たんこう)」、腰の「草摺(くさずり)」、肩を守る
「肩甲(かたよろい)」など、鉄や革で作られた当時最新
の実物甲冑(かっちゅう)をよく模しています。人物埴輪
としても初期のものです。

長原45号墳 武人埴輪

古墳時代中期（5世紀前葉)

作り方 切り取り線

山折り線

①外形を切りぬく。

③各パーツを組み合わせる。

②折り曲げ・切り抜き・のり付け

④できあがり。
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